
次
の
傍
線
部
に
あ
る
漢
字
の
読
み
方
を
答
え
な
さ
い
。

123456789101112131415161718

鮭
が
川
を
遡
上
す
る
姿
を
見
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
は
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
。

政
治
家
の
醜
聞
が
報
道
さ
れ
た
。

必
要
な
手
続
き
を
閑
却
し
て
は
い
け
な
い
。

国
の
枢
要
な
ポ
ス
ト
に
任
命
さ
れ
た
。

五
月
の
薫
風
が
心
地
よ
い
。

歴
史
に
名
を
残
す
俊
傑
た
ち
の
話
を
聞
い
た
。

彼
は
他
人
の
失
敗
を
嘲
っ
た
。

彼
は
旦
夕
の
別
な
く
研
究
に
没
頭
し
た
。

彼
の
言
葉
が
心
の
琴
線
に
触
れ
た
。

彼
の
傲
慢
な
態
度
は
周
囲
に
悪
印
象
を
与
え
た
。

新
し
い
王
が
戴
冠
式
を
行
っ
た
。

ハ
ワ
イ
は
常
夏
の
楽
園
だ
。

彼
は
あ
の
作
家
に
私
淑
し
て
い
る
。

夏
は
開
襟
シ
ャ
ツ
が
定
番
だ
。

そ
の
事
件
の
犯
人
に
は
絞
首
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

新
刊
が
イ
ベ
ン
ト
で
頒
布
さ
れ
た
。

必
要
に
応
じ
て
適
宜
対
応
す
る
。

春
に
は
家
族
で
観
桜
に
出
か
け
る
。

高
齢
者
の
多
く
が
慢
性
の
疾
病
を
抱
え
て
い
る
。
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